賀詞交歓会の基本原稿
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賀詞交歓会の一般的な進行は
次ページのように①～⑬までのブロックで構成されています。
ブロック分けにすることで
賀詞交歓会の基本パターンを簡単に覚えられるようになっています。

ただ地域によっては行われないものや順番が違うもの、
また呼び方が違うものもあると思われます。

そのような場合①～⑬までのブロックで必要ない行程を省いたり、
順番を入れ替えたり、呼び方を変更することによって、
その地域で行われている進行形態に合わせることができます。
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原稿を勉強する前に

これからあなたと原稿を見ていくのですが、
その時に『司会者のコメント』と『現場の動き』の2つの進行が
どのように重なって進んでいくのかに注意しながら勉強していきましょう。

　
各ブロックの進行の中で

『現場の動き』は【現】

『その時の司会者のコメント』は

という記号で表記しています。

例えば進行が
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	【現】
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　となっていた場合、
“まず司会者のコメントがあって、
次に現場の動きがあって、
そして司会者のコメントが入る”
という流れを表しています。

原稿に表記されている記号の意味

	【現】
	現場の動き
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	司会者のコメント

	[　注意！ ]
	確認や注意の必要な部分。

また司会者として最低限間違ったり、

失敗しないように心がける部分。

	[　ポイント！ ]
	進行を滞りなく進めたり、

うまい司会をする為のワンポイントアドバイス。

	（　　）内の文字
	人名や地名、数字など現場によって変わる部分。

実際に行なう司会用に言葉を入れ替えて下さい。


式典開始の挨拶

	【現】
	主催者、来賓　壇上へ上がる。
会場セッティング完了。
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	『只今より、
平成○○年（○○会近畿地区会）の新年賀詞交歓会を
開催させていただきます。』
『改めまして　皆様　明けましておめでとうございます。』

『新年の大変お忙しい中、
また遠路よりお集まりいただきまして、
誠にありがとうございます。
厚く御礼を申し上げます。』

『申し遅れましたが、
私、本日の司会進行を仰せつかりました、
（　名前　）でございます。
どうぞ宜しくお願い致します。』
『尚、恐れ入りますが携帯電話の電源はお切りいただくか、マナーモードにしていただきますようお願い致します。
また、式典の間は禁煙となっておりますので、
ご協力お願い申し上げます。』
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